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日・中文学翻訳館／趙清閣＃SE-12                         2018.6.24. 

趙清閣､上海虹口での蟄居生活 

周 林 

本翻訳は『虹口文化報 2017年第 5期（総第 262期）第四版』に掲載された「蟄

居虹口写作的趙清閣(筆者は周林)」の抄訳。抗日戦が終わったあと上海の虹口地

区に閉じこもり、友人たちの強い勧めで再び社会に出て交流を開始するまでの趙

清閣の姿が描かれている。 

上海の虹口地区は日本租界のあった所で、かつて文人たちが多く住み、趙清閣

が魯迅と会った内山書店もここにあった。四川から帰ってきてここで住まいを探

したのは、過去の思い出が詰まっている懐かしい所だったからかもしれない。 

虹口には魯迅を記念して作られた魯迅公園があり、日本人観光客も訪れている。 

 

 

趙清閣画 

 

趙清閣は現代中国の卓越した女性作家である。五四運動①以降に生まれた第二代女

性作家の丁玲、冰心、謝冰瑩、張愛玲、関露、羅洪と同世代に属する。しかし趙清閣

の名前は彼女たちほど「有名で華々しく」はない。現代文学史上、彼女の作品はほと

んど記録されず、いわゆる「知名度」は高くはない。しかし、もし現代文学界を光り

輝く星に満ちた空に喩えるなら、趙清閣は自ら光と熱を放つ星で、その星は目がくら
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むほどのまばゆさはないが、その名が示すとおり、世俗から脱し、清らかで静かで、

独立独歩、独自な風格を形成しているように、私には思われる。 

趙清閣は詩才、文才があり、優れた小説や戯曲を書いた。短編小説集三冊、中長編

小説七、八冊、二〇編を超える戯曲、映画シナリオ、散文や文芸理論の著作など、彼

女が発表した作品の合計は二百数万字に及ぶ。 

同時に彼女は優秀な編集家でもあり、次々に『女子月刊』『弾花』『文潮』などの文

芸雑誌、新聞の文芸欄、文学叢書の編集をした。そのほか若いころ専門に絵を学び、

中国国画では見事な作品を残し、作詞、作曲も手掛けた。まさに「琴棋書画」を備え

た「錦心才女」②である。 

①五四運動……第一次世界大戦終結後のパリ講和会議で、日本がドイツから奪っ

た山東省の権益を日本が持つことが容認され、それに不満を持った北京の学生た

ちが 1919年 5月 4日にデモを起こした。この運動が全国に広がり、抗日・反帝国

主義、さらには反封建主義を掲げる大衆運動に発展した。 

②「琴棋書画」とは昔の教養人がたしなむべきとされた琴を弾じ囲碁を指し、書

を書き、絵を描くという四芸のことで、「錦心才女」は、錦のようにきれいな心

を持った才能ある女性、という意味。 

「荒れ狂った八年の抗日戦中、私は興奮して過ごしていただけでなく、至高の理

想のために砲火の中で心血を注ぎペンを持つ手を止めず、幾千幾万の文字で闘争

のための文章を書き、友人たちといっしょになって意義ある社会活動に参加しま

した。私はもともと情熱的な人間だったのでしょうね！」 

その通りだ。私たちは彼女を忘れてはならない！ 

趙清閣は武漢、重慶などの都市を漂泊しながら過ごしてきたが、1945年の抗日戦が

終わったあとは、学生時代に過ごした上海に住むことを選択し、かなり長い期間、虹

口山陰路四達里 21号にある石庫門③の二階に住んでいた。 

     
趙清閣が住んでいた上海虹口地区の現在の四達里 
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③石庫門……1860年から上海で造られるようになった、伝統的な江南建築と西洋

風の様式を取り入れて作られた建築物。名称は門が石造りであることに由来する。 

 

当時は社会の混乱が続いていて物価の暴騰や人心の動揺などが激しかった。趙清閣

はこのような社会の醜い暗い部分を目にするのを好まず、汚泥の流れに巻き込まれる

ことを避けるために、門を閉ざして来客を断ち、四達里の石庫門内に閉じこもった。

そして“淡泊楼”と自ら名付けた四角い部屋で一日中机に向かい文章を書き、ペンを

使って不正と戦った。 

    

この時、彼女は文芸誌『文潮月刊』の常任編集主幹となった。編集部は四達里 21

号に置かれた。 

『無題集――現代中国女性作家小説専題集』の編集も行った。彼女のすぐれた編集

力のおかげで『月刊文潮』は 1949年 1月に廃刊となるまで 6巻 39号を出版した。『無

題集』は作家の陣容を誇り内容が豊富で斬新だったので絶大な読者の支持を受けた。 

文芸誌や叢書を編集すると同時に彼女は執筆の手も休めずに、映画や演劇のシナリ

オ『失踪』『血濺鴛鴦』『流水飛花』、中長編小説『双宿双飛』『芸霊魂』『江上煙』、『落

葉無限愁』『結婚』を書き、その中の二十数万字に及ぶ長編小説『双宿双飛（夫婦気

取りで同棲する）』は 1946 年 1 月 4 日付の上海で最大の新聞『申報』文芸欄「春秋」

で連載が始まった。 

同時に次々と、「回春之薬」「霊魂愛」「判逆的突撃」「緑窓夜話」「友情」「談生活」

「這些天」など数十編の散文を発表し、『申報』文芸欄上では露出率がかなり高い女

流作家となり、多くの読者に愛読された。 
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これらの散文を趙清閣自身は「腹を満たすために書いたもので、文学的には高い価

値を持つものではないと」と自嘲気味に言っているが、筆者はそうではないと考えて

いる。 

当時の趙清閣は満足できる状況にはなかった。生活の困窮、家賃を払えないために

浴びせられる大家からの文句、タバコも買えずよい食事もできず、加えてよく病気に

なり「窮地に陥り情緒が崩壊」するような感さえあった。 

しかし、彼女は決して憂うつにはなっていないし完全に沈黙していたわけでもない。

それどころか、自分を励まし自分の力で生活し、精神を「この瞬間」に集中させ、自

分の情緒を平静に保ち、独立した人格を維持し、自分が送りたいと思う生活を送り、

自分が書きたいと思うものを書いていたのだ。 

彼女はこの時期の散文の大部分が「やっつけ仕事」だと言っているが、ほぼすべて

に自分の心情が吐露されている。社会悪を批判し「真善美」を賛美し、表現は平易で、

感情表現は直接的であり情熱を失っておらず、それが同時代を生きる一般の読者を啓

発し多くの慰めを与えることにつながった。 

1947年 5月 16日付の『申報④』文芸欄に、「這些天（ここ数日）」と題して、趙清閣

は当時の自分の生活と心の情況を細かく生き生きと描き出している。 

 

それによると、彼女は毎日午前 10時に起床し、洗面後朝食をとり、机の前に座る。

原稿用紙を広げて原稿を書く。だがその前に、机の前に置いたお香を一本焚く。仏を

拝むためではなく、細長く立ちのぼる煙とともに漂ってくる芳香で、気分を穏やかに

するためである。……書き続けて夕日が西に沈み、窓を夕闇が覆うころになって一休

みする。 

まず植木鉢の花を三階のベランダに持って上がり、花に夜露を吸わせる。この機会

を利用して運動をする。それから下りていき、中庭の水がめの中で悠々と泳いでいる

赤と黒の金魚を見る……石庫門を出て四達里を出て、山陰路をぶらぶらと歩いて、通

りの突き当りにある川岸まで行く。 

一列に並んでいる白楊樹の下にしゃがみ、落葉と自分の足跡の数を数える……月が

出ている夜はきれいな場所を探してそこに座り、あるときは仰向けに寝たりして広い

空を眺め、星を見て、月光に自分の体を包みこませる……それから四平方メートルの

“書斎”に戻り、夜が更けて静かになるまで“未完成の文字”を書き続ける。 
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そして一杯のお茶か酒、あるいは緑豆スープを飲み、一日の疲労を取り除き、最後

にベッドに入る前に、自分の好きな杜甫、李清照といった詩人の詩を読み、文字に対

する感覚と芸術の魂の維持に努めるのだ。  

 

趙清閣は生涯を独身で過ごした。一人で生きた。当時の彼女が物質的な、そして精

神的な二重の圧力の下にあったことには疑いがない。しかし彼女がこの圧力に押しつ

ぶされなかったのは、彼女が自分で考える能力と楽天的な達観した思想を持っていた

からである。彼女自身が言っている。 

「私は懸命に研究し、この混乱した世の中で心安らかに生活する方法を探し当て

ました。それは絶対的な静と沈黙で魂を落ち着かせることです。」 

趙清閣は人生の成功者だと、私は思う。孤独で寂しく、厳しい環境の中で、彼女は

強く自立し、その身を律し、弱い体と勤勉に動く一本のペンの力を用いて外部から襲

ってくるあらゆる圧力と困惑に対抗し、一般の読者のために精神の栄養となる優れた

食品を提供した。この行為そのものがみごとだ。たとえ私たちが当時の情勢について

話さないままでいたとしても、趙清閣が虹口・四達里に閉じこもって心静かにこれら

の文章を書いたという歴史は、永遠に普遍的な意義を持っている。個人がどのように

して「孤独な環境」の束縛を打ち破ることができるか、その答えを示しているからだ。 

 

④申報……近代中国において最も発行期間が長く、強い影響力を持っていた新聞

の一つ。正式名称は「申江新報」で、1872年 4月 30日に創刊され、1949年 5月

27日に廃刊になるまで通算 77年間継続し、25,600号までを発行した。 
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